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▲水海道第一高等学校　横山 真菜さん

　このリーフレットは高等学校卒業後に新社会人や大学生として新しい暮らしを始める高校
3年生を対象として、エコライフのノウハウを習得していただくために作成したものです。
　リーフレットのイラストは茨城県内の高校生から募集したものです。

エコライフ実践のために！！

2009年度

家庭からの
CO2排出量（用途別内訳）

約4,852[kgCO2/世帯]
世帯あたりCO2排出量

自動車から
32.6%
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冷房から
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暖房から
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水道から
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一般廃棄物から
3.1%

も

家の中でエアコン，照明，冷蔵庫のうち 1年
間でもっとも電気を使う器具は，冷蔵庫

火力発電のねんりょうは石油などです
が，石油はあと100年くらいでなくなる。

の順に毎日の生活をチェックしよう！1 2 3

今までど
うだった
か○×で
チェック！！

1 2 3これから6日間やってみようと思うことを5つ選んで　 に
色をぬってね！！そして，　の2つと合わせて7つのことを
やってみよう！！

おうちの人に手伝ってもらってもOKだよ！

日にちを入れて毎日できたかどうか○×でチェック！！

○の数
タテ計

全部の
○の数 個

6日間の
○ の 数
タ テ 計

6日間のお子さんの行動につ
いて，ひとことねぎらいの
言葉などをお願いします。

おうちの方に！おうちの方に！

50

25 49

24

6日間の○の数が3個以下の項目の番号（1～19）を書いてね！

できなかった理由を下から選んで番号で書いてね！できなかった理由を下から選んで番号で書いてね！

全部

（うらにつづく！）

ゴミの出し方（分け方）を知っていて，そのとおりやって
いる。ゴミを出す日にやっていればそれ以外の日も○。

ゴミの出し方（分け方）を知っていて，そのとおりやって
いる。ゴミを出す日にやっていればそれ以外の日も○。

リサイクルできるものはリサイクルに出している。
ゴミを出す日にやっていればそれ以外の日も○。

油でよごれた食器は，油をふき取
ってから洗う。

買い物のとき，本当に使うものかもう一度考えて
から買うようにしている。何も買わなかった日も○。
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15.8％
増加

地球温暖化が深刻化しています。
①地球温暖化の仕組みと影響 ②茨城県の温室効果ガス排出量と削減目標

CO2削減のため，日々の生活の中で何から始めればよいですか？
まず今日のお買い物で，レジ袋はもらわず，マイバックを使用してみましょう！

自家用車からのCO2も減らしたいが，全く車を使わないことは難しい･･･。
何かできることはありますか？
車を運転する時は「エコドライブ」を実践です！大気汚染防止にもつながりま
すし，燃費向上により燃料代の節約にもつながります。

マイバック持参やエコドライブ以外にも，家庭でできる効果的な省エネ方法を知りたいです。

「うちエコ診断」で，各ご家庭に合った省エネ対策メニューを
提案します！

③家庭における地球温暖化対策の重要性

地球温暖化を進めているのは主にCO2です。
　石油や石炭などの化石燃料の燃焼に伴って，大気中にCO2（二
酸化炭素）が排出されます。近年，エネルギーの大量消費でこの
CO2 濃度が上昇し，地球から宇宙に放出されるはずの熱が大気
中に封じ込められる温室効果が進み，地球が温暖化しています。

私たちの生活にも重大な影響を及ぼす可能性があります。
　このまま地球温暖化が進むと，大雨が増加したり，熱帯性の伝
染病が広がるなど，環境に重大な悪影響を及ぼす心配があります。

家庭のエネルギー消費量が増えています。
　茨城県の家庭部門からの CO2 排出量（2008 年度）は，基準
年（1990 年度）から 15.8％増加し，県の CO2 排出量の
6.4％を占めています。
　全国の家庭部門からの CO2 排出量（2008 年度）は，基準年
（1990年度）から34.2％増加しています。

一人ひとりの省エネが支える，大きな効果！！

「茨城県地球温暖化対策実行計画」策定について

　深刻な地球温暖化にストップをかけるためには，一人ひとりが
問題意識を持ち，省エネを実行することが大切です。
　一人では省エネ効果が少ないように思えますが，全世帯で省エ
ネすれば大きな成果が得られます。
　よりよい未来を子どもたちに残すため，「県民総ぐるみ」で，
できることから始めていきましょう！

家庭からのCO2排出量の約６割が，
電気製品や自家用車からです。
　家庭生活から排出さ
れる CO2 は，1 世帯
あたり平均で年間約
4,852kg です
（2009年度）。
　そのうち自動車と電
気製品で約 6 割を占
めています。

　平成 23年 4月に「茨城県地球温暖化対策実行計画」を策定し，上記の温室効果ガス排出量削減目標等を定めました。県
民のあらゆる主体が一体となって地球温暖化対策に積極的に取り組む「県民総ぐるみによる対策の推進」を基本方針として
掲げ，「環境保全と経済成長の両立」，「低炭素社会の実現に向けた好循環の創出」，「本県の地域特性を活かした施策の推進」
を基本理念として，経済成長と両立した本県にふさわしい低炭素社会の実現をめざしてまいります。

本県の温室効果ガス総排出量は，1990年比 0.7％増加
　茨城県の温室効果ガス総排出量（2008 年度）は，二酸化炭素
換算で 50,640 千ｔ-CO2 となり，基準年（1990 年度）から
0.7％増加しています。

2020 年度までに 8.5％～ 15.2％削減が目標です。

茨城県の部門別CO2排出量の構成

茨城県の温室効果ガス排出量の将来推計と削減目標の関係

全国の部門別CO2排出量の構成

　茨城県では，産業構造などの地域特性を踏まえて，2020 年度
までに基準年（1990 年度）から 8.5％～ 15.2％削減すること
を目標としています。

◆　研修を受けて選ばれた診断員が，ご家庭のエネルギー使用状況を診断し，
ご家庭に合った「省エネ対策メニュー」を提案します。（無料）

◆　地球温暖化防止やゴミの減量化を図るため，県・県域団体・事業者が締結した協定に基
づいて，平成 21 年 7 月から，県内全域の食品スーパーにおいて，平成 22 年 10 月から
はクリーニング店15事業者において，レジ袋無料配布中止の取組が始まっています。

・ふんわりアクセル「eスタート」：やさしい発進を心がけましょう。
・加減速の少ない運転：車間距離は余裕をもって交通状況に応じた安全な定速走行に努めましょう。
・早めのアクセルオフ：エンジンブレーキを積極的に使いましょう。
・アイドリングストップ：無用なアイドリングをやめましょう。
・不要な荷物は積まずに走行：不要な荷物を積まないようにしましょう。

環境にやさしい運転～エコドライブのポイント～

エコドライブ運転術や燃費アップ術を
お教えします。（受講料は無料）　
是非，ご参加ください！

エコドライブ実体験セミナー
実　施　中

環境学習・環境保全活動の参加延人
数は，毎年約100万人にもなります。

平成２３年度から，県のホームページや電子メールを
活用する「エコ・ネットカレッジ」も始めました！
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Ｑ
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地球温暖化や環境問題についてもっと勉強してみたい！

①環境について学ぶ「エコ・カレッジ」を開講中です。
◆　地球温暖化，水質浄化など，日常生活との関わりが深
いテーマで講座を開設しています。（参加費は無料）

②「環境アドバイザー」を講師として招く，学習会の開催はいかがでしょうか。
◆　学校や公民館，自治会や住民団体などが実施する環境学習会・自然観察会などに，「環境
アドバイザー」を講師として派遣しています。

③環境学習資料の貸し出しも行っています。
◆　地球温暖化などの環境問題についてわかりやすく解説した環境学習ビデオやパネル，環境
紙芝居などを貸し出しています。

Ｑ
Ａ

勉強や経験を活かして，私も地域において普及啓発活動に参加したいです！

「茨城県地球温暖化防止活動推進員」として，県や市町村と連携しながら，
地球温暖化対策について普及啓発を推進していきませんか。
◆　茨城県では，積極的に環境保全活動を推進している県民の皆様を「地球温
暖化防止活動推進員」として委嘱し，地域で普及啓発や実践活動に努めてい
ただいています。＜平成23年 10月現在，202名＞　

推進員は，県や市町村の地球温暖化防
止キャンペーンや環境フェスタに参加
したり，学校等で出前講座を行うなど，
それぞれの地域で活躍しています。

Ｑ
Ａ

具体的な成果 ・レジ袋辞退率　平成21年 7月開始前24％→開始後85％超で推移
・レジ袋削減枚数　約1億 6千万枚 /年　　・二酸化炭素削減量　約10,000トン / 年

診断員がパソコンを持参し，操作しながら家庭に合った省エネ方法をお伝えします。→

県では，世代別の環境学習資料を作成し，各学校等の協力をいただきながら環境教育を推進しています。
【幼児向け】
環境絵カード

【小学生向け】
環境実践プログラム

【中学生向け】
温暖化防止DVD

【高校生向け】
エコライフハンドブック

出典：㈶省エネルギーセンター「家庭の省エネ大事典」

出典：（独）国立環境研究所温室効果ガスインベントリオフィス

出典：㈶省エネルギーセンター「家庭の省エネ大事典」

※BAU（Business as Usual）：現状のまま，何ら対策を講じない場合


